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論文審査の結果の要旨

本研究はタイのチャオプラヤ川を対象に大規模な氾濫原が持つ生態系の機能と洪水氾濫との

関係、を氾濫原依存魚類の生息場という観点から明らかにし，ダムによる洪水防御機能と生物多

様性の保全をどのように調和させるかという課題に関して，生態学と河川工学の両者の統合的

なアプローチによりその調和点を示したすぐれた研究である．

よって本論文は，独自の視点から総合的に氾濫原の機能とその保全手法を明らかにした研究

であり，河川工学上，応用生態工学上，価値ある業績である．よって本論文は博士（工学）に値す

るものと認める．


